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経済・社会のグローバル化がさらに進む中で、戸田市の外国人市民の数は約５．２％を占め、増加しています。このよ

うな中、日本人と外国人が文化の違いや多様な価値観を認め合うことがますます重要となり、地域社会でも多文化共生

の視点に立った取り組みが求められています。また、子供たちへの国際理解教育や外国語教育の重要性もさらに増して

います。３月議会の一般質問では、「戸田市の国際化と、多様性を尊重するまちづくり」をテーマに、政策を訴えました。 

 

 

【 宮内の質問 】  

日本人と外国人の

相互理解のために

は、日本語教室や

活発な国際交流イ

ベント開催、多言

語での情報提供や

外国人市民の生活

相談窓口の整備、

多文化共生推進のための体制づくりや市民への意識啓

発が重要であると考えるが、市の取組は？ 

【 部長の答弁 】  「 戸田市多文化共生推進計画 」 を策

定し 、戸田市と国際交流協会が中心となり 、県や町

会 ・ 自治会などの関係団体と連携を図りながら多文化

共生に向けた地域づくりを進めている 。引き続き、さ

らなる多文化共生施策の推進を図っていく 。  

【 宮内の提案 】  市民アンケートでは、国際交流協会

（ TIFA ） の認知度が低く 、知らない市民もまだ多い。

周知方法を工夫して 、国際交流イベントの参加者をさ

らに増やしたり 、子育て世代も取り込む施策の工夫を。  

【 宮内の質問 】  戸田市における国際理解教育におい

て、日本人の児童生徒が外国語を習得することに加え

て、子供の頃からの多文化や多様性への理解を促す教

育も特に重要であると考えが、市の取組は？ 

【 部長の答弁 】  戸田市では小中学校９年間の一貫し

た英語教育を通して、互いの気持ちや考えを英語で伝

え合うことができる、豊かな国際性を身に付ける子供

の育成を目指している 。さらに、本市が独自に導入し

ているセサミストリート ・ カリキュラムを通して 、

様々な文化や考え方、他者への理解など、多様性を尊

重する教育を引き続き行っていく 。  

【 宮内の提案 】  他の自治体より先を行く先進的な 

英語教育は戸田市の強みで

あると言える 。それと同時

に、戸田市の子供たちが大

人になったときに、多文化

や多様性を認め合い、他者

を尊重し合える社会をつく

るための国際理解教育のさ

らなる推進も要望する。

第４号 

３月議会一般質問 
 

戸田市のさらなる国際化と、多文化共生

に向けた多様性のあるまちづくりを！ 

 

小中学校における国際理解教育を推進

し、多文化や多様性を認め合う未来へ！ 

 

（ 国際交流協会にて ）  
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会派での予算書の勉強会 ウクライナ人道支援義援金 公園の滑り台の補修工事 

政党無所属の６名の議員からなる会

派「戸田の会」では、予算書の勉強や

意見交換をしたり、戸田市の課題や問

題点について日々話し合っています。 

日本赤十字社主催の「ウクライナ人道

支援義援金」の受付を、菅原市長や戸

田市役所の職員の皆さんとともに、

戸田公園駅で行いました。 

 

子育て中の保護者から、「滑り台に

穴が空いていて危険である」とご意

見をいただき、現地確認をして、市

の担当課に修理の依頼をしました。 

〈政策実現〉 小児がん等の治療のため、予防接種の再接種が 

必要な子どもへの再接種費用の助成制度が実現しました！ 
 

小児がんで骨髄移植を受けた等により免疫が消失し、予防接種の再接種が必要な子どもへ

の接種費用助成について、令和 4 年新年度予算に計上されました。これは、骨髄移植を受け

たなどの特別な理由により免疫が消失し、接種済みの予防接種の効果が期待できないと医

師に判断された 20 歳未満の市民に対して、再接種にかかる経済的な負担を軽減するとと

もに、疾患の発生及びまん延を予防することを目的とするものです。 

昨年６月議会で提案

した政策を実現して

いただきました！ 

日々の活動報告 政策を実現していくための視察や、皆さまからご意見をいただいた地

域課題の解決など、現場主義の活動に力を入れてまいります。 

（戸田市ホームページより） 


